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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

「
ぎ
ゅ
ぎ
ゅ
っ
と
愛
南
！
夏
の
陣
」を
開
催
し
ま
す

商
工
観
光
課
か
ら

「
愛
南
町
い
や
し
の
郷
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
」が

開
催
さ
れ
る
６
月
10
日
㈯
の
午
後
は
、次
の
と
お
り
交
通
規
制
が

か
か
り
ま
す
。皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

生
涯
学
習
課
か
ら

　

愛
南
漁
協
御
荘
支
所
の
落
成
を
機

に
、
愛
南
町
最
大
の
食
の
イ
ベ
ン
ト

「
愛
南
び
や
び
や
祭
り
」
の
名
称
と

会
場
を
変
更
し
、「
ぎ
ゅ
ぎ
ゅ
っ
と

愛
南
！
夏
の
陣 
〜
海
と
山
を
喰
ら

う
〜
」
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
開
催

し
ま
す
。 

　

当
日
は
、
と
び
き
り
新
鮮
な
カ
ツ

オ
が
特
価
で
即
売
さ
れ
る
ほ
か
、
マ

グ
ロ
の
寿
司
や
ヒ
オ
ウ
ギ
貝
の
浜
焼

き
な
ど
の
海
の
幸
に
加
え
、
生
産
量

日
本
一
を
誇
る
愛
南
ゴ
ー
ル
ド（
品

種
名
：
河
内
晩
柑
）や
新
鮮
野
菜
な

ど
、
山
の
味
覚
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で

す
。
ま
た
、
愛え

顔が
お

つ
な
ぐ
え
ひ
め
国

体
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
、
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
や
カ

ヌ
ー
な
ど
の
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
体
験

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
愛
南
町
の

魅
力
を
ぎ
ゅ
ぎ
ゅ
っ
と
詰
め
込
ん
だ

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
、
お
誘
い
合
わ

せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
と
も
お
越
し
く
だ

さ
い
。

日
時

　

５
月
28
日
㈰

　

９
時
30
分
〜
15
時（
雨
天
決
行
）

※
荒
天
の
場
合
は
中
止
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

場
所　

愛
南
漁
協
御
荘
支
所

　
　
　
（
長
崎
町
有
地
）

問
合
せ　

　

愛
南
食
の
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会

　
（
商
工
観
光
課
内
）   

℡
７
２
―

７
３
１
５
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

平
成
29
年 

第
１
回
町
議
会
定
例
会

　

本
議
会
の
審
議
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議
会
事
務
局
か
ら

3/
7～17【議案等表決結果一覧表】

議案番号 件            名 議決の結果

第１号議案

第２号議案

第３号議案

第４号議案

第５号議案

第６号議案

第７号議案

第８号議案

第９号議案

第10号議案

第11号議案

第12号議案

第13号議案

第14号議案

第15号議案

第16号議案

第17号議案

第18号議案

第19号議案

第20号議案

第21号議案

第22号議案

第23号議案

第24号議案

愛南町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関す

る法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一

部改正について

愛南町特別職の職員で非常勤職員のものの報酬及び費用弁償に関する条例

の一部改正について

愛南町税条例等の一部改正について

愛南町農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数に関する条例

の制定について

愛南町工場立地法に基づく準則を定める条例の制定について

愛南町道路占用料徴収条例の一部改正について

ごみ収集運搬車購入契約について

定住自立圏の形成に関する協定の締結について

平成28年度愛南町一般会計補正予算（第4号）について

平成28年度愛南町国民健康保険特別会計補正予算（第4号）について

平成28年度愛南町後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）について

平成28年度愛南町介護保険特別会計補正予算（第3号）について

平成28年度愛南町簡易水道特別会計補正予算（第2号）について

平成28年度愛南町小規模下水道特別会計補正予算（第1号）について

平成28年度愛南町浄化槽整備事業特別会計補正予算（第1号）について

平成28年度愛南町温泉事業等特別会計補正予算（第1号）について

平成28年度愛南町旅客船特別会計補正予算（第1号）について

平成28年度愛南町上水道事業会計補正予算（第2号）について

平成28年度愛南町病院事業会計補正予算（第2号）について

平成29年度愛南町一般会計予算について

平成29年度愛南町国民健康保険特別会計予算について

平成29年度愛南町後期高齢者医療特別会計予算について

平成29年度愛南町介護保険特別会計予算について

平成29年度愛南町小規模下水道特別会計予算について

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

第25号議案

第26号議案

第27号議案

第28号議案

第29号議案

第30号議案

第31号議案

平成29年度愛南町浄化槽整備事業特別会計予算について

平成29年度愛南町温泉事業等特別会計予算について

平成29年度愛南町旅客船特別会計予算について

平成29年度愛南町上水道事業会計予算について

平成29年度愛南町病院事業会計予算について

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について

28年度愛南町一般会計補正予算（第5号）について 

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決
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〔
地
場
産
業
の
現
状
に
つ
い
て
〕

　

平
成
29
年
１
月
24
日
に
、
本
町
内
の
地
場

産
業
の
現
状
を
調
査
す
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
え
ひ

め
南
城
辺
支
所
南
宇
和
営
農
セ
ン
タ
ー
、
㈱

み
か
ん
職
人
武
田
屋
、
う
み
ら
い
く
愛
南
を

現
地
視
察
し
、
帰
庁
後
、
調
査
結
果
の
取
り

ま
と
め
を
行
っ
た
。
な
お
、
現
地
視
察
に
お

い
て
は
、
㈱
山
木
産
業
が
取
り
組
ん
で
い
る

ス
マ
の
試
験
養
殖
の
視
察
を
予
定
し
て
い
た

が
、
天
候
の
都
合
で
見
学
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。

﹇
調
査
結
果
﹈

　

㈱
み
か
ん
職
人
武
田
屋
は
、
早
く
か
ら
農

業
の
法
人
化
を
行
っ
て
柑
橘
栽
培
の
拡
大
を

図
る
と
共
に
関
東
圏
で
学
校
給
食
に
参
入
す

る
な
ど
の
柑
橘
の
加
工
販
売
を
行
う
農
業
の

６
次
産
業
化
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
学
校
給
食
事
業
に
お
い
て
は
、
愛
媛
県

内
や
町
内
の
給
食
も
希
望
し
て
い
る
が
、
現

在
は
納
入
で
き
て
い
な
い
と
の
説
明
も
あ
っ

た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
、
㈱
み
か
ん

職
人
武
田
屋
が
行
政
に
頼
ら
ず
農
業
や
６
次

産
業
化
に
計
画
的
か
つ
意
欲
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
は
、
一
つ
の
農
業
の
生
き
る

道
、
強
い
農
業
を
め
ざ
す
先
進
的
な
事
例
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
町
は
、
農
業

者
や
生
産
団
体
、
Ｊ
Ａ
な
ど
と
更
に
連
携
し

て
こ
の
よ
う
な
先
進
的
な
法
人
や
農
業
事
例

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
報
告

【一般質問】７名の議員が一般質問を行いました。

渡辺　知
とも

彦
ひこ

①町長の政治姿勢について
②県立南宇和病院の麻酔科医とトイレについて
③愛南町特産品の海外販売促進について
④南宇和郡災害医療研修会について

土居　尚
なお

行
ゆき ①福祉タクシー助成制度及び高齢者の運転免許証返納について

②入札制度の改正について
③29年度予算編成について

山下　正
まさ

敏
とし ①水道料金の公平性について

②福祉移送サービスについて

草木原由
よし

幸
ゆき ①愛南町の財政状況の見通しについて  

②僧都ウィンドシステム発電事業に係る保安林解除について  

  西口　　 孝
たかし ①総合計画におけるまちづくり施策の一つの「支えあい健やかに暮らせるまちづくり」

について
②図書館建設について

坂口　直
なお

樹
き ①期日前投票について
②出産子育て支援金について
③道の駅について

斎藤　武
たけ

俊
とし ①日本一健康な町づくり

②議員報酬について

を
参
考
に
し
て
農
業
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
野
菜
の

産
地
化
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
農
地
の
集

約
を
図
り
な
が
ら
新
規
就
農
者
や
青
年
農
業

者
へ
の
呼
び
か
け
も
必
要
で
あ
る
。

　

う
み
ら
い
く
愛
南
は
、
地
域
の
課
題
に
つ

い
て
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
課
題
解
決
研
究

す
る
レ
ジ
デ
ン
ト
型
研
究
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
そ
の
中
で
ス
マ
養
殖
研
究
や
サ
ツ
キ
マ

ス
養
殖
試
験
を
行
っ
て
い
る
。
ス
マ
に
つ
い

て
は
、
愛
媛
の
ブ
ラ
ン
ド
魚
「
伊
予
の
媛
貴

海
」
と
し
て
愛
媛
県
や
関
係
者
等
が
連
携
し

て
更
な
る
研
究
、
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
平
成
27
年
度
に
は
完
全
養
殖
を
達
成

し
出
荷
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
平
成
29
年
度

に
は
町
内
の
３
業
者
に
よ
っ
て
試
験
養
殖
が

行
わ
れ
る
。
サ
ツ
キ
マ
ス
の
養
殖
試
験
は
、

町
内
で
養
殖
さ
れ
て
い
る
ア
マ
ゴ
を
海
で
養

殖
し
サ
ツ
キ
マ
ス
に
成
長
さ
せ
る
試
験
研
究

を
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
も
引
き

続
き
地
域

に
根
差
し

た
研
究
が

行
わ
れ
、

町
水
産
業

の
振
興
に

活
か
さ
れ

る
よ
う
期

待
す
る
も

の
で
あ
る
。
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

歳　出
142億8,500万円
（前年度比2.3％減）

（目的別）

民生費
37億9,287万5千円
（26.6％）

総務費
31億433万5千円
（21.7％）

衛生費
13億1,277万1千円
（9.2％）

教育費
13億7,117万1千円
（9.6％）

農林水産業費
7億7,383万9千円
（5.4％）

消防費
4億7,417万9千円
（3.3％）

土木費
5億800万9千円
（3.6％）

商工費
2億8,634万5千円
（2.0％）

その他
2億3,350万5千円（1.6％）

公債費
24億2,797万1千円
（17.0％）

諸収入
2億1,783万5千円
（1.5％）

使用料及び手数料
1億8,396万5千円
（1.3％）

地方譲与税
1億1,300万円
（0.8％）

歳　入
142億8,500万円
（前年度比2.3％減）

地方交付税
70億2,745万4千円
（49.2％）

町債
18億360万円
（12.6％）

国・県支出金
16億5,746万円
（11.6％）

 町税
16億8,730万6千円
（11.8％）

繰入金
4億5,000万円
（3.2％）

分担金及び負担金
2億1,327万5千円
（1.5％）

地方消費税交付金
3億3,880万円
（2.4％）
繰越金
4億円
（2.8％）

その他
1億9,230万5千円
（1.3％）

その他の内訳
利子割交付金 230万円
配当割交付金 950万円
株式等譲渡所得割交付金 550万円
自動車取得税交付金 2,550万円
地方特例交付金 320万円
交通安全対策特別交付金 230万円
財産収入 4,400万5千円
寄附金 1億円

その他の内訳

議会費 9,116万1千円

災害復旧費 893万8千円

諸支出金 1億1,340万6千円

予備費 2,000万円

（2）歳出の内訳
　①目的別

構成比は、四捨五入により算出し
ているため、合計が100%になら
ない場合があります。

平成29年度の当初予算の概要についてお知らせします
　平成29年度は、自治基本条例に基づいた事業別予算を導入し、これまで行ってきた取組みを分析・評価すると
ともに、「安心安全なまちづくり」、「子育て支援と老人福祉の充実」、「地域の活性化の推進」を引き続き大きな柱
としながら、「愛南町地方版総合戦略」に掲げた施策にも積極的に取り組んでいくため、本町の自立性、将来性、
地域性を念頭に置き、地域の活性化や住民福祉の向上、人口減少克服のため真に必要な施策や事業を再考していく
という考え方のもと予算編成を行いました。

１　平成29年度一般会計当初予算
（1）歳入の内訳

構成比は、四捨五入により算出しているため、合計が
100%にならない場合があります。
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歳　出
142億8,500万円
（性質別）

人件費
28億6,920万7千円
（20.1％）

物件費
23億5,010万5千円
（16.5％）

扶助費
14億4,230万円
（10.1％）

 繰出金
14億9,530万9千円
（10.5％）

普通建設事業費
14億43万2千円
（9.8％）

　 補助費等
19億7,857万1千円
　（13.9％）

その他
3億2,110万5千円
（2.3％）

 公債費
24億2,797万1千円
（17.0％）

注）資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額2,296万3千円は、過年度分損益勘定留保資金2,296万3千円で
補填する。

その他の内訳
維持補修費 9,628万2千円

積立金 1億1,322万2千円

投資及び出資金 7,156万3千円

貸付金 1,110万円

災害復旧事業費 893万8千円

予備費 2,000万円

3　企業会計当初予算
（１）上水道事業会計
歳入

平成29年度
当初予算

前年度予算に
対する増減

水道事業収益 7億9,500万円 2億4,900万円の増

資本的収入 1億4,036万4千円 5,457万2千円の増

計 9億3,536万4千円 3億357万2千円の増

（２）病院事業会計
歳入

平成29年度
当初予算

前年度予算に
対する増減

病院事業収益 6億6,100万円 1,800万円の減

資本的収入 0 0

計 6億6,100万円 1,800万円の減

2　特別会計当初予算
会　計　名 平成29年度当初予算 前年度予算に対する増減

国民健康保険特別会計 ４0億８,８００万円 ４,２００万円の減
後期高齢者医療特別会計 ２億９,７５０万円 ４２０万円の増
介護保険特別会計 ３１億４,７００万円 １,７００万円の増
簡易水道特別会計 ０円 ５億２,１２０万円の減
小規模下水道特別会計 １億３,２２０万円 ４２０万円の減
浄化槽整備事業特別会計 １億７,０２０万円 ４２０万円の増
温泉事業等特別会計 ８,６３０万円 １,４４０万円の増
旅客船特別会計 ２,６２０万円 ４５０万円の増

歳出
平成29年度
当初予算

前年度予算に
対する増減

水道事業費用 7億9,500万円 2億4,900万円の増

資本的支出 3億2,523万3千円 6,341万5千円の増

計 11億2,023万3千円 3億1,241万5千円の増

注）資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額1億8,486万9千円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的
収支調整額844万2千円及び当年度分損益勘定留保資金1億7,642万7千円で補填する。

歳出
平成29年度
当初予算

前年度予算に
対する増減

病院事業費用 6億6,100万円 1,800万円の減

資本的支出 2,296万3千円 1,191万5千円の減

計 6億8,396万3千円 2,991万5千円の減

構成比は、四捨五入により算出し
ているため、合計が100%になら
ない場合があります。

（2）歳出の内訳
　②性質別
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

宇
和
島
市
と
愛
南
町
が「
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
」を

締
結
し
ま
し
た

国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
方
法
が
変
わ
り
ま
す

税
務
課
か
ら

人
権
擁
護
委
員
の
お
知
ら
せ

町
民
課
か
ら

写真左から石橋宇和島市長、坂本松野町長、甲岡前鬼北町長、
清水愛南町長

企
画
財
政
課
か
ら

　

平
成
29
年
度
の
国
の
国
民
健
康
保

険
に
係
る
税
制
改
正
に
よ
り
、
新
た

に
、
軽
減
措
置
の
対
象
範
囲
の
拡
大

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

 

こ
れ
に
よ
り
、
低
所
得
者
の
負
担

●
低
所
得
者
に
係
る
保
険
税
軽
減
の
拡
充

５
割
軽
減

基
準
と
な
る
所
得
金
額

現　

在

世
帯
主
と
加
入
者
の
合
計
所
得
が
33
万
円
＋

（
２
６
５
，０
０
０
円
×
加
入
者
数
）以
下

改
正
後

世
帯
主
と
加
入
者
の
合
計
所
得
が
33
万
円
＋

（
２
７
０
，０
０
０
円
×
加
入
者
数
）以
下

例
）
夫
婦
２
人
、
子
供
１
人
で
夫
の
給
与
収
入
の
み
の
場
合（
３
人
世
帯
）

　
　

収
入
約
１
８
６
万
円
以
下
を
収
入
約
１
８
８
万
円
以
下
に
拡
充

２
割
軽
減

基
準
と
な
る
所
得
金
額

現　

在

世
帯
主
と
加
入
者
の
合
計
所
得
が
33
万
円
＋

（
４
８
０
，０
０
０
円
×
加
入
者
数
）以
下

改
正
後

世
帯
主
と
加
入
者
の
合
計
所
得
が
33
万
円
＋

（
４
９
０
，０
０
０
円
×
加
入
者
数
）以
下

例
）
夫
婦
２
人
、
子
供
１
人
で
夫
の
給
与
収
入
の
み
の
場
合(

３
人
世
帯
）

　
　

収
入
約
２
７
８
万
円
以
下
を
収
入
約
２
８
３
万
円
以
下
に
拡
充

軽
減
の
た
め
、
国
民
健
康
保
険
税
の

５
割
軽
減
及
び
２
割
軽
減
の
対
象
と

な
る
世
帯
の
軽
減
判
定
所
得
の
引
上

げ
を
行
い
ま
す
。

　

４
月
１
日
付
け
で
、
法
務
大
臣
か

ら
寺
岡
知と
も

子こ

さ
ん（
蓮
乗
寺
）が
人
権

擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
擁
護
委

員
法
に
基
づ
き
委
嘱
さ
れ
た
私
た
ち

の
町
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。
暮

ら
し
の
中
で
の
悩
み
や
心
配
ご
と
、

困
り
ご
と
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
人
権

擁
護
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

　

松
山
地
方
法
務
局
宇
和
島
支
局

 

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

０
７
７
０

　

３
月
30
日
、
宇
和
島
市
役

所
に
お
い
て
、
定
住
自
立
圏

形
成
協
定
の
合
同
調
印
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
生

活
機
能
の
強
化
、
結
び
つ
き

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
な

ど
、
宇
和
島
市
と
愛
南
町
が

相
互
に
役
割
分
担
し
連
携
・

協
力
し
て
取
り
組
む
事
業
な

ど
を
ま
と
め
た
「
定
住
自
立

圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定

し
、
定
住
へ
の
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ

　

企
画
財
政
課 

℡
７
２
―

７
３
１
７

問
合
せ 

税
務
課 
℡
７
２
―

７
３
０
１
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平
成
29
年
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

「
Ｂ
＆
Ｇ
オ
タ
ッ
シ
ャ
教
室
」の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

わ
が
家
を
地
震
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
!!

愛
南
町
議
会
議
員
選
挙

企
画
財
政
課
か
ら

　

工
業
統
計
調
査
は
、
従
業
者
４
人

以
上
の
全
て
の
製
造
事
業
所
を
対
象

に
、
平
成
29
年
６
月
１
日
時
点
を
基

準
日
と
し
て
実
施
し
ま
す
。
我
が
国

に
お
け
る
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
政
府
の
重

要
な
調
査
で
、
統
計
法
に
基
づ
く
報

告
義
務
の
あ
る
基
幹
統
計
調
査
で

す
。
調
査
の
結
果
は
、
中
小
企
業
施

策
や
地
域
復
興
な
ど
、
国
及
び
地
域

行
政
施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し

て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
内

容
は
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外
に
使

用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
調
査

の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
ご
回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

問
合
せ 

　

企
画
財
政
課 

℡
７
２
―

７
３
１
７

工業統計キャラクター
コウミちゃん

防
災
対
策
課
か
ら

御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

Ｂ
＆
Ｇ
で
は
「
転
倒
・
寝
た
き
り

予
防
教
室
」
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

運
動
仲
間
を
つ
く
っ
て
、
転
び
に
く

い
か
ら
だ
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
？

興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

期
日　

　

第
27
期　

５
月
中
旬
〜
８
月
中
旬

　

第
28
期　

９
月
中
旬
〜
12
月
中
旬

　
（
各
15
回
）

場
所　

御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

体
育
館
・
屋
外
・
プ
ー
ル
等

対
象　

町
内
在
住
の
55
〜
70
歳（
介

護
認
定
を
受
け
て
な
い
方
、医
師
等
か

ら
運
動
の
制
限
を
受
け
て
い
な
い
方
）

定
員　

15
名（
４
名
に
満
た
な
い
場

合
は
実
施
で
き
ま
せ
ん
）

参
加
費　
（
保
険
料
）

 

64
歳
以
下
：
１
，８
５
０
円

 

65
歳
以
上
：
１
，２
０
０
円

　

活
動
内
容
や
申
込
方
法
等
、
詳
し

く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

　

御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー  

 

℡
７
２
―

１
１
１
７

　

愛
南
町
で
は
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
及
び
改
修
工
事
を
行
う
方
に
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

　

地
震
か
ら
身
を
守
る
こ
と
で
安
心

し
た
生
活
を
す
る
た
め
に
、
こ
の

補
助
金
を
活
用
し
、
我
が
家
の
耐
震

化
を
図
り
ま
し
ょ
う
。
耐
震
診
断

を
経
て
改
修
工
事
を
行
う
と
、
最
大

１
４
４
万
円
の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
※
平
成
28
年
度
か
ら
耐
震
診
断

が
安
価
で
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

補
助
対
象

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

さ
れ
た
、
階
数
が
２
階
以
下
で
延
べ

床
面
積
が
５
０
０
㎡
以
下
の
一
戸
建

て
木
造
住
宅

補
助
申
請
受
付
期
間

・
４
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
１
月
31

日
ま
で

問
合
せ 

　

防
災
対
策
課 

℡
７
２
―

０
１
３
１

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

　

任
期
満
了
に
伴
う
愛
南
町
議
会
議

員
選
挙
は
、
４
月
９
日
に
投
・
開
票

が
行
わ
れ
、
16
名
の
新
議
員
が
決
ま

り
ま
し
た
。 

　

当
選
者
は
次
の
方
々
で
す
。（
敬
称

略
。届
出
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

無所属 石川　秀
ひで

夫
お

無所属 内倉　長
ちょうぞう

藏

無所属 金繁　典
のり

子
こ

無所属 山下　正
まさ

敏
とし

無所属 中野　光
みつ

博
ひろ

無所属 佐々木　史
ふみ

仁
ひと

公明党 坂口　直
なお

樹
き

無所属 原田　達
たつ

也
や

無所属 那須　芳
よし

人
と

無所属 山下　太
たい

三
ぞう

無所属 鷹野　正
まさ

志
し

無所属 濱本　元
もと

通
みち

無所属 土居　尚
なお

行
ゆき

日本共産党   西口　　 孝
たかし

無所属 吉村　直
なお

城
き

無所属 宮下　一
いち

郎
ろう
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

６
月
１
日
〜
７
日
は
水
道
週
間
で
す

「
あ
た
り
ま
え 

そ
ん
な
み
ず
こ
そ 

た
か
ら
も
の
」

水
道
課
か
ら

  

税
務
課
等
か
ら

５
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

軽

自

動

車

税

全期

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

　

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、

ま
ず
督
促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し

て
い
ま
す
。
町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す

と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益

費
、
駐
車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当

月
分
が
月
末
に
振
替
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用

料
の
振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振

替
日
は
翌
月
の
10
日
で
す
。

※
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
日
と

な
り
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
に
は
届
出
が
必
要
で
す

税
収
確
保
に
向
け
て
県
と
連
携

税
務
課
か
ら

事
業
の
発
展
に
資
す
る
た
め
「
水
道

週
間
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

愛
南
町
で
は
、
水
道
週
間
に
合
わ

せ
て
浄
水
場
見
学
会
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

毎
日
飲
ん
で
い
る
水
道
水
が
ど
の

よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
か
、
見
学
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

６
月
１
日
㈭
〜
６
月
７
日
㈬

10
時
〜
15
時 

※
土
、日
曜
日
を
除
く
。

場
所　

城
辺
浄
水
場

問
合
せ 

　

水
道
課 

℡
７
２
―

０
８
３
５

　

城
辺
浄
水
場 

℡
７
２
―

０
２
１
２

　

水
道
は
、
健
康
で
文
化
的
な
国
民

生
活
や
様
々
な
社
会
経
済
活
動
を
支

え
て
い
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ま
の
水

道
水
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
水
道

町
民
課
か
ら

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
が
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
届
出

は
加
入
す
る
時
だ
け
で
な
く
、
被

保
険
者
の
種
別
が
変
わ
っ
た
と
き
に

も
必
要
で
す
。
も
し
、
届
出
さ
れ
な

か
っ
た
場
合
、
年
金
額
が
少
な
く

な
っ
た
り
受
け
取
れ
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
届
出
を
し
ま

し
ょ
う
。

○
20
歳
に
な
っ
た
と
き（
厚
生
年
金

や
共
済
年
金
加
入
者
を
除
く
）

  

第
１
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

印
鑑（
本
人
自
署
の
場
合
は
不
要
）を

持
参
し
て
、
住
所
地
の
市
町
村
で
手

続
き
を
し
て
下
さ
い
。

○
退
職
し
た
と
き（
厚
生
年
金
や
共

済
年
金
加
入
者
の
場
合
）

  

第
２
号
被
保
険
者
か
ら
第
１
号
被

保
険
者
に
な
り
ま
す
。
印
鑑（
本
人

自
署
の
場
合
は
不
要
）と
年
金
手
帳

と
退
職
の
日
が
わ
か
る
資
料
を
持
参

し
て
、
住
所
地
の
市
町
村
で
手
続
き

を
し
て
下
さ
い
。

○
配
偶
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
が
、

配
偶
者
が
退
職
し
た
と
き

　

第
３
号
被
保
険
者
か
ら
第
１
号
被

保
険
者
へ
異
動
と
な
り
ま
す
。
印
鑑

（
本
人
自
署
の
場
合
は
不
要
）と
年
金

手
帳
、
配
偶
者
の
退
職
日
が
わ
か
る

資
料
を
持
参
し
て
、
住
所
地
の
市
町

村
で
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

問
合
せ　

　
宇
和
島
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

　
　

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
３
４
４

　

町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

今
月
の
社
会
保
険
・

 

年
金
一
日
相
談（
予
約
制
）

 

○
５
月
18
日
㈭

　
 

10
時
〜
15
時
30
分

　
 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

問
合
せ　

宇
和
島
年
金
事
務
所

　

お
客
様
相
談
室

　

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
５
６
９

　

電
話
受
付
対
応
時
間

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　

愛
南
町
で
は
、
県
と
町
の
職
員
が

連
携
し
て
収
税
や
滞
納
整
理
業
務
を

行
う
職
員
相
互
併
任
を
平
成
24
年
度

か
ら
導
入
し
て
、
税
収
の
確
保
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

４
月
６
日
に
は
町
長
室
で
辞
令
交

付
式
が
行
わ
れ
、
愛
媛
県
職
員
の
山

﨑
道み
ち

隆た
か

担
当
係
長
を
愛
南
町
税
務
課

管
理
収
納
係
に
任
命
し
ま
し
た
。
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な
ん
で
も
行
政
相
談
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

総
務
課
か
ら

【
え
ひ
め
国
体
】フ
ラ
ワ
ー
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31
日
㈬
で
す

税
務
課
か
ら

総
務
省
行
政
相
談
委
員
の
退
任

総
務
課
か
ら

　

行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
相
談
委

員
法
に
基
づ
き
総
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

す
。
皆
さ
ん
の
行
政
に
関
す
る
苦

情
や
意
見
・
要
望
を
お
聞
き
し
、
皆

さ
ん
と
役
所
な
ど
の
間
に
立
ち
、
公

平
・
中
立
的
な
立
場
で
相
談
に
の
っ

て
く
れ
ま
す
。

　

本
町
の
行
政
相
談
委
員
は
次
の

方
々
で
す
。（
敬
称
略
。）

　

金
田　

孝こ
う

一い
ち（
平　

碆
）

　

坂
尾　

英え
い

治じ
（
御
荘
和
口
）

　

黒
澤　

民た
み

彦ひ
こ（
城
辺
甲
）

　

藤
田　

正ま
さ

斗と
（
一
本
松
）

　

山
岡　

島し
ま

子こ
（
船　

越
）

　

な
ん
で
も
行
政
相
談
所
は
、
毎
月

第
二
水
曜
日
に
各
地
域
で
開
設
し
て

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課
か
ら

　

10
月
２
日
〜
５
日
の
「
え
ひ
め
国

体
」
の
期
間
中
に
あ
け
ぼ
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
周
辺
を
飾
る
、
フ
ラ
ワ
ー
バ
ス

ケ
ッ
ト
を
作
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。

　

作
っ
た
フ
ラ
ワ
ー
バ
ス
ケ
ッ
ト

は
、
大
会
終
了
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ま
に
差
し
上
げ
ま
す
。

　

参
加
費
は
無
料
で
す
。
講
習
会
の

日
程
な
ど
、詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
実
行
委
員

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

　

愛
顔
つ
な
ぐ
え
ひ
め
国
体

　

愛
南
町
実
行
委
員
会

　
（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
）

 

℡
７
３
―

１
１
１
２
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軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
の
登
録

名
義
人
に
そ
の
年
度
分
が
課
税
さ
れ

ま
す
。
平
成
29
年
度
軽
自
動
車
税
の

納
付
書
・
口
座
振
替
通
知
書
は
５
月

15
日
㈪
発
送
予
定
で
す
の
で
、
５
月

31
日
㈬
ま
で
に
ご
納
付
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す

　

身
体
障
が
い
者
・
戦
傷
病
者
本
人

の
所
有
で
、
通
院
・
通
学
や
生
業
の

た
め
に
本
人
や
家
族
・
常
時
介
護
者

が
運
転
す
る
軽
自
動
車
は
減
免
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す（
障
が
い
の
区

分
、
等
級
に
よ
っ
て
対
象
者
は
異
な

り
ま
す
）。

　

18
歳
未
満
の
身
体
障
が
い
者
ま
た

は
精
神
障
が
い
者
・
知
的
障
が
い
者

で
、
国
民
年
金
法
に
定
め
る
１
級
の

障
が
い
と
同
程
度
の
状
態
に
あ
る
方

の
家
族
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
も
該

当
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

減
免
申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、 

５
月
16
日
㈫
〜
５
月
24
日
㈬
ま
で
の

間
に
本
庁
税
務
課
も
し
く
は
各
支
所

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
※
毎
年
手
続

き
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
対
象
と
な
る
の
は
普
通
自

動
車
を
含
め
て
１
人
に
つ
き
１
台
に

限
ら
れ
ま
す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

　

身
体
障
が
い
者
手
帳（
戦
傷
病
者

手
帳
）ま
た
は
療
育
手
帳
、
精
神
障

が
い
者
保
健
福
祉
手
帳
、
運
転
免
許

証
・
印
鑑
・
車
検
証
・
軽
自
動
車
税

納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
通
知
書
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号)

が
わ
か

る
も
の（
個
人
番
号
カ
ー
ド
・
通
知

カ
ー
ド
）

問
合
せ 

税
務
課 

℡
７
２
―

７
３
０
１

　

平
成
29
年
３
月
31
日
付
け
で
、
本

町
の
木
谷
貞さ
だ

捷か
つ

さ
ん
と
宮
下
建た
て

夫お

さ

ん
が
、
行
政
相
談
委
員
を
退
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

木
谷
さ
ん
と
宮
下
さ
ん
は
、
と
も

に
平
成
23
年
４
月
に
総
務
省
か
ら
行

政
相
談
委
員
の
委
嘱
を
受
け
、
住
民

の
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
活
動
に

取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
に
対
し
、
お
二

人
は
そ
れ
ぞ
れ
総
務
大
臣
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
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